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　地震や大型台風などの災害や新型コロナウ
イルスによるパンデミックなどの「異常なこ
と」が，今「日常的」に起きる時代になって
いることを，我々は身をもって感じているの
ではないだろうか。
　企業活動においては常に，大規模災害をは
じめ事業の継続が危ぶまれるようなリスクが，
大なり小なり存在している。記憶に新しいと
ころでは，2011年に発生した東日本大震災に
よる大規模倒産が挙げられるだろう。機械や
建物などの損傷といった直接的な被害による
倒産に加え，依存度の高い取引先企業の倒産
といった間接的な被害による倒産も多く発生
した。
　地震や台風など自然災害の発生頻度が非常
に高い日本において，その影響を最小化する
とともに，事業を早期に復旧させる方法をあ
らかじめ取り決めておくこと，つまり，BCP

（事業継続計画：Business Continuity Plan）
を策定しておくことが，今の企業に求められ
ている。また，BCPには信用力の観点から，
策定済の企業が取引先に選ばれやすいという
競争力が生まれる側面もある。
　本特集では，大企業と比べ中小企業は BCP

策定済の割合が低いというデータを分析し，
取り掛かることのできない本質的な理由や導
入障壁について考察する。そのうえで，国や
自治体における企業の BCP策定に関する制
度や施策について紹介し，その活用可能性に
言及する。

　そして，実際に BCP策定に取り組んだ企
業 2社と，支援を行う中小企業診断士へのイ
ンタビュー事例を基に，「経営資源が限られ
ている中小企業の BCP策定方法」について
探っていきたいと思う。
　企業により事業活動の内容はさまざまであ
り，守るべきコア事業も異なる。「これをす
ればよい」という画一的な策定の内容や方法
がない中，企業に寄り添い経営者や従業員と
ともに BCPに関わることのできる存在こそ，
我々中小企業診断士であると確信する。
　本特集が，企業の BCP策定に携わりたい
と考える中小企業診断士の一助となれば幸い
である。
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